
あらゆるデータとつな
がり、活用することで、
省力化や生産性の向上が
実現されます。また、プ
ロセス改善にとどまらず、
新たな製品やサービスが
次々と創出されます。

【産業・農林水産業】

データやテクノロジー
の活用により、誰もが自
分の好きな時に好きな場
所へ、自由に移動できま
す。

【移動・物流】

【防災】

地震、台風・豪雨など
の災害に対し、デジタル
技術を駆使したあらゆる
備えにより被害を抑え、
人命を守ります。

【行政サービス】

デジタル化の恩恵を住
民が享受し、それぞれの
ライフスタイルやニーズ
に合った心豊かな暮らし
を営むことができます。

＜将来像＞ ～ デジタルで“繋がる未来”を共創 ～

人口減少・少子高齢化やインフラ老朽化や自然災害への備えなど課題がある中、デジタルの力を
最大限に活用し、「Well-Beingの向上」と「都市の最適化」を目指し、デジタルで“繋がる未来”を
官民で共創します。

基本原則４

持続可能性

推進体制

基本原則３

透明性／プライバシー

基本原則１

オープン／相互運用性

必要な視点３

アジャイル型まちづくり

スモールスタートでチャレ
ンジし、トライ＆エラーを
繰り返し、変化に強いまち
づくりを推進。

必要な視点２

市民起点／
サービスデザイン思考

デジタルは、「Well-Being
の向上」、「都市の最適化」
のための手段と捉え、“市民
起点”のまちづくりを推進。

イノベーションの創出に向
け、組織や分野等を超えた
共創のまちづくりを推進。

必要な視点１

オープンイノベーション

基本原則5

安全・安心／強靭性

「浜松市デジタル・スマートシティ官民連携プラットフォーム」を中核とした官民共創により、
「イノベーションや新たなビジネスを創出」と「地域課題の解決」を推進します。

実装を後押し

 「浜松市デジタル・スマートシティ官民連携
プラットフォーム」(PF)を中核に官民共創で
デジタル・スマートシティを推進。

 PFは各分野の推進組織と連携し、分野間連携
とデータ利活用を推進。

 PFは民間主導のプロジェクトの創出を支援し、
市民目線で地域のプラットフォーマー及び
コーディネーターの機能を担う。

デジタルで”繋がる未来“の概観

デジタルの力を最大限に活用し、「課題解決型のアプローチ」と「未来に夢と希望を持てる
チャレンジ」を組み合わせることで、ヒト・モノ・コトを繋ぎ、“繋がる未来”を創造します。

必要な視点４

ジェンダード・
イノベーション

「性差の視点」を考慮した
イノベーションを創出し、
誰もが暮らしやすいまちづ
くりを推進。

基本原則２

多様性／包摂性

Well-Beingの向上・都市の最適化

イノベーションや新たなビジネスを創出
地域課題の解決

浜松市デジタル・スマートシティ
官民連携プラットフォーム

情報収集・見える化

交流の場・ハブ機能

企業等
若者
(学生等)

将来像の共有

地域
コミュニ
ティ等

浜松市

新プロジェクト

将来像を共有し、
バックキャスティングで

プロジェクトをデザインする。

いつでも、どこでも医
師の診療を受けたり、健
康状態を把握できたりす
るなど、健康を維持でき
ます。

【健康・医療・福祉】 【教育】

場所や時間等にとらわ
れない学びや、年齢に関
係なく誰もが個人の特性
に応じて学ぶことが可能
となります。

目指す方向性
（基本理念） 「Well-Beingの向上」と「都市の最適化」

アイデア・課題・ソリューション
ピッチ・ウェビナー・
情報発信等で後押し

浜松市デジタル・スマートシティ構想

【文化・芸術】

デジタル技術の活用に
よって、様々な作品やエ
ンターテインメントに触
れる機会が増えます。ま
た、新しい文化・芸術を
発信することが可能とな
ります。

年齢、国籍、性別にと
らわれず、誰もがデジタ
ル技術に支えられ、社会
とつながり、それぞれの
力を発揮できます。

【社会参加】

策定：2021（令和3）年3月
改定：2025（令和7）年4月
浜松市デジタル・スマートシティ推進課



第二期（2025年度～2029年度）における重点取組分野

ＡＩをはじめとしたデジタルの力を最大限に活用し、官民共創により、バックキャスティングでデジタル・スマートシティ浜松を『進展』させます。

 スタートアップと地域企業との連携プラットホームによるオープンイノベーションの推進
 中小企業の生産性向上に向けたDX推進・イノベーション創出
 ICT企業誘致による地域産業のDX推進
 ロボット技術やICTなどの先端技術を活用したスマート農林水産業の推進
 高校生等を対象としたデジタル人材育成の推進
 デジタル分野におけるリカレント・リスキリングの強化

産業（ものづくり・農林水産業）

 デジタル技術を活用した文化事業の実施
 インターネットを活用した音楽文化等の発信と多国間プログラムの推進
 エンターテインメントの新たな楽しみ方の創出と普及

音楽文化・エンターテイメント

 デジタルマーケティングの活用による食や自然・歴史文化など観光資源の情報発信
 ビッグデータを活用した観光マーケティングの推進
 デジタル技術を活用した観光周遊の促進

観光

浜松市デジタル・スマートシティ構想

 次代を担う若者世代の巻き込み
 関係人口の拡大や多拠点居住の促進
 オンラインプラットフォームを活用した子供・若者等への意見聴取
 市政情報等のオープンデータ化の促進
 オープンデータプラットフォーム（ODPF）の拡充と利活用
 デジタル活用による移住の促進

多様性・包摂性

 災害予測や災害状況の効果的な把握
 災害関連情報の効果的な提供
 ドローンやセンサー等の活用によるインフラの老朽化対策
 データ連携基盤との連携による避難者数や道路通行データなどの収集及び提供など、防災分野の
データ流通促進

 LTE網を活用する次期防災情報共有システムの導入と 不感地帯へのインフラ検討
 都市情報のデジタル化・オープンデータ化と利活用の推進

災害レジリエンス

 デジタル技術等を活用した脱炭素経営や脱炭素型ライフスタイルの推進
 エネルギーマネジメントシステムの導入推進
 グリーン×デジタルによる脱炭素関連技術等の創出・イノベーションの推進
 FSC認証に基づく森林整備や木材生産
 FSC認証林におけるカーボンクレジットの創出

カーボンニュートラル・脱炭素、ネイチャーポジティブ

 医療サービスとモビリティの連携促進（巡回診療、遠隔診療・服薬指導、医薬品配送など）
 天竜川水系ドローン航路の利活用促進
 自動運転技術を活用したモビリティサービスの推進
 移動データ等の利活用による地域課題の解決
 交通利用に関わる省エネルギー化
 有事を見据えたモビリティのサービス・デザイン

モビリティ

 「予防・健幸都市浜松」実現に向けた官民連携
 健康情報を活用した生活習慣病等の予防・改善
 ヘルステックに関する情報発信・実証事業を通じたヘルスケア産業の創出
 浜松市公式ヘルスケアアプリ「はままつ健幸クラブ」を活用した市民の行動変容
 スポーツ分野におけるニーズとシーズを繋ぐプラットフォーム構築
（「する」「みる」「ささえる」の相乗効果創出）

 オンライン活用によるスポーツ指導の機会拡大
 従来のスポーツからeスポーツ等の新しいスポーツまで、誰もが一緒に
楽しめる多様なスポーツの普及と認知度向上

ウエルネス・医療・福祉

 ICT等を活用した子供や子育て世代への効果的な情報提供や相談体制の構築
 教育DXの推進と教育データの利活用の施策横断的な実施
 デジタルツールを活用した個別最適・協働的な学びの一体的な充実
 教育データ利活用による子供一人一人に応じた学びやきめ細かい支援の充実

教育・子育て

 医療・福祉・子育てサービスのデジタル連携促進
 フロントヤード改革（市民と自治体との接点の多様化・充実化）の推進
 庁内データ分析基盤活用等によるデータに基づく課題解決の推進
 デジタルを活用した業務改革の推進
 デジタル変革人材（DXコアメンバー及びDXメンター）の育成

デジタル・ガバメント

①人と人・心と心をデジタルで紡ぐ
Connected-City

②あなたの挑戦がまちをアップグレード
Challenging-City

③データが導く暮らしやすさ Liveable-CityResilient-City

④ハード（強さ）とソフト（やさしさ）
の共生で未来を守る

目指す方向性
（基本理念）

Well-Beingの
向上

都市の最適化


